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経営の
重点

※評価欄の記号 評価基準　Ａ(80以上)：実践し，効果をあげることができた。
　　　　　Ｂ(69～７９)：実践し，一応の効果をあげることができた。
　　　　　Ｃ(40～)：実践し，僅かだが効果をあげることができた。

◎：力点

　　　　　Ｄ(0ポイント)：実践したが，効果をあげることができなかった。
「評」：学校関係者評価委員会での御意見

町の重点 評価の観点 教員評価
ポイント

保護者アンケー

ト

ポイント
今年度の成果 今後の課題と改善策

1 管理職の指導性の発揮と機能的
な運営組織の確立

管理職の指導のもと、各教職員の適切な役割分担と連携によ
りチームとして機能を発揮し、組織力を向上する簡潔で機能
的な運営組織を確立する。

79
③
96

Ｂ

◎管理職の意向を踏まえて、各教職員が多角的で共感
的な生徒理解に努めることができた。
◎管理職の的確な指導によって、様々な組織的活動
（チーム）が機能し、機能的に対応することができた。ま
た、職員が躊躇することなく迅速に対応することができ
た。

●組織力を向上させるために、ＰＣを有効活用
して情報共有のスピード化を図っていく。

2
◎

創意ある教育課程の編成・実施
こ・小・中の一貫性のある指導を充実させ、各学校の児童生
徒や地域の特色を生かした創意ある教育課程を編成・実施す
る。

65
⑤
94

Ｂ
◎小学校で学習した内容を踏まえて教育課程を編
成するとともに、事前に生徒のつまずきを予測し対
応策を準備して授業実践に活かしている。

●小学校時の重点的に取り組んだ学習内容の定着
度を確認した上で、予想される生徒のつまづきを予
想した授業実践及び教育課程を再構成していく。

3 危機管理体制の確立

児童生徒の命を守りきることを最優先に考え、全教職員が危
機意識をもって一人一人の安全・安心の確保に努め、学校内
外の環境を見直すとともに、家庭･地域社会･関係機関等との
連携強化を図り、適切かつ確実な危機管理体制を確立する。

89
③
96

Ａ

◎保健体育の授業で体調不良の生徒が発生した場合、
養護教諭だけでなく、職員室に在室する職員と連携して
対応することができた。
◎水泳や長距離走の授業前に、全職員に配慮する生徒
の配慮内容及び対応方法を確認し、安全配慮ができた。
◎長距離走学習を行うにあたり、保護者との連携を図
り、危機管理に努めることができた。
◎命を守る訓練、引き継ぎ訓練、情報モラル研修、プー
ル使用研修、交通安全教室等を計画的に行うことができ
た。
◎シェイクアウト訓練など教室以外の場所での避難訓練
を実施することで、より実践的な訓練を実施することがで
きた。

●校内外（PTA安全・校外委員会による調査
結果）の危険箇所を再確認し、危機管理マニュ
アルの見直しを実施していく。
●日常生活上での危険な言動に、さらに目配
り・気配りを実践し、生徒の人権意識を高めて
いく。

4
家庭や地域とともにある学校づ
くりの推進

学校の教育方針や指導改善に向けての方針を受けた教育活動
を積極的に公開し、学校評価や児童生徒の実態等を学校経営
に生かし、地域とともにある学校づくりを推進する。 74

⑬
95

Ｂ

◎コミュティ・スクール導入に向けて準備を進
め、学校評議員を中心として地域との連携が
進み、学習や部活動等を支援する立案ができ
た。
◎種々の教育活動を通して、本校の教育活動

●学校のＨＰを確実に更新し、学校の方針や
教育の成果を伝えていく。

5 組織的・計画的な研修

教職員資質や指導力の向上のため、授業研究とともに、コン
プライアンスについての校内研修を組織的・計画的に実施す
る。

78
⑥
94

Ｂ

◎人権研修を通して、教員の人権感覚を磨くことが
でき、一人一人の生徒のよさを認め、大切にするこ
とができた。
◎毎月の人権チェックシートによる自己点検を通し
て、偏見や差別を許さない言動を振り返ることがで
きた。

●授業研究会において、ＫＪ法を活用して各グ
ループの代表が、グループの意見を視覚的に
まとめて成果を確認し合う活動を継続してい
く。

6
◎

勤務の適正化と教職員が健康で
やりがいをもてる経営

校務分掌や運営組織等を見直すなどして十分に業務のスリム
化を図り、教職員の児童生徒に関わる時間を確保するととも
に、教職員自身が心身共に健康で、やりがいをもって教育活
動に取り組めるよう、学校経営の充実を図る。

44 Ｃ

◎業務のスリム化を図る努力はしているが、十
分な成果を出すことができていない。
◎職員会や終礼の開始時刻が、ほぼ予定時
刻に通りに開始され、退校までの見通しがもて
るようになってきた。
◎町教委、地域やＰＴＡの理解により、社会部
活動の拡充が図られ、学校部活動の活動時間
をこれまでの半減にすることができた。部活動
顧問の休日出勤を縮減することができた。

●今後も学校グループウェアを活用し、打ち合
わせ・会議の簡略化を図っていく。（掲載事項
は打ち合わせで再確認しないことへの徹底）
●対応メンバーが少ない会議は、会議責任者
がメンバー揃う時間を確認して、勤務時間内に
行っていく。

7
◎

資質向上を図るための組織的・
継続的な研修

校内の主題研究を組織的・計画的に推進するとともに、教職
員としての専門性や児童生徒の教育的ニーズに対応する確か
な指導力を高める研修を主体的に行う。 78 Ｂ

◎年４回の校内研究授業を通して、主題研究
を組織的に推進し、指導力を高めることができ
た。

●授業改善を行うにあたり、導入時における生
徒の興味・関心を高める実践を継続すること
で、学力の向上につながるように指導力を高
めていく。

8
経営に参画する意識や専門性を
高めるための研修

学校経営に参画する自覚をもつとともに、教科指導に関する
ことなど、教職員としての専門性を高めるための研修に主体
的に取り組む。 69 Ｂ

◎個々の教育課題解決に向け、センター研修
を受講することを通して、専門性を高めると共
に教科の指導力を高めることができた。

●各教科において学校の教育目標具現ため
に、教科部会内の連携をより一層密にし、単元
の特性を教職員で共通理解を図っていく。

9 経験年数や職務に応じた研修

経験年数や職務に応じて、一人一人が個人研修課題を明確に
し、具体的な目標と方策をもち、教職員としての資質や能力
を高める研修に主体的に取り組む。 76 Ｂ

◎教員免許更新講習や初任者研修等を通し
て、現行及び新学習指導要領等について理解
を深めることができ、授業実践に役立てること
ができた。

●２０２１年の次年学習指導要領完全実施に
向けて、選考実施期間となる２０１９年・２０２０
年に更なる研鑽を積んでいく。

10 ＩＣＴ活用や情報モラルの研修

分かる授業のためのＩＣＴの効果的な活用法及び情報モラル
等、情報活用能力の向上に関わる実践的かつ効果的な研修を
行う。

76
⑮
88

Ｂ

◎例えば、保健体育科の授業において、模範
演技をビデオ視聴し、自分の試技を確認させ
るなどICTを効果的に使用し、生徒の学習状況
の把握や技能向上に役立つよう工夫すること
ができた。
◎デジタル教科を有効活用し、ポイントなる部
分を視覚的に捉えさせたり、映像を提示したり
して学習内容の理解に役立てることができた。

●デジタル教科書に掲載されている資料等を
再確認して、授業のどの場面で有効活用する
かを検討し、学力向上につなげていく。

11
特別な支援に関わる組織的・計
画的な研修

特別支援コーディネーターを中心としたケース会議、全職員
による組織的な指導や研修に努める。

70 Ｂ

◎生徒の現状を踏まえて、迅速にケース会議
を実施することができた。

●今後も、通常学級のにおける特別な支援を要す
る生徒を全職員で共有し指導にあたる。
●個々の特別なニーズに基づく合理的配慮を具現
化する。

12
指導目標と評価規準を明確にし
た指導計画の作成と改善

指導目標と評価規準を明確にした指導計画を作成するととも
に、児童生徒の学力や学習の状況を踏まえた指導改善サイク
ルの立案、実際の指導、成果検証を行い、指導改善に取り組
む。 67 Ｂ

◎全国学力学習状況調査の平均正答率が向
上傾向が続いており、学習内容の定着に向け
た授業終末の工夫や誤答処理ノートの活用な
どによって成果がみられた。

●学習指導要領の改定により、今後も次期学
習指導要領つながる学習内容になっているか
を吟味したたいく。
●意識して授業改善に取り組んでが、組織的・
計画的に行っていく。

13
◎

思考力・判断力・表現力等を高
める指導の充実

基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得とそれらを活用
し、思考力・判断力・表現力を育てる授業を実施する。

73
⑥
94

Ｂ

◎授業後提出される自己評価カードやまとめ
の内容から、理解が不十分な生徒に対して、
翌日個別指導することができた。
◎ペアやグループ学習の交流内容に高まりを
感じ、具体的なアドバイスができるようになっ
た。

●今後も思考力・判断力・表現力を育てることがで
きることができる授業実践を積み重ねていく。
●今後も、小テストを多く行いながら基礎的・基本的
な知識の定着を図っていく。
●今後も、生徒のつまずきの実態把握に努め、その
解決に向けて指導法の更なる改善を図っていく。

14
質の高い学びを実現する学習集
団の育成と学習習慣を確立する
指導の充実

互いの見方・考え方から学び合うことを通して、質の高い学
びを実現する学習集団を育成するとともに、学習習慣を確立
する指導を充実する。

75
⑪
89

Ｂ

◎生徒同士の学び合う場面を意図的に設定
し、互いの考えの違いを認め合うことで望まし
い人間関係を構築するとともに、学力向上を図
ることができた。

●家庭学習との連携を重点とし、予習－指導－練
習の学習サイクルの定着を図る。

15 図書の計画的活用や読書の推進

学校図書館を利用しやすく整備し、図書の計画的利活用や読
書活動の推進に取り組む。

51 Ｃ

◎ホワイトボードを活用して、これまでの実績
を踏まえて図書員会が設定した貸し出し目標
を明示するとともに現状の累計貸し出し冊数を
表紙し、読書量の向上に努めることができた。

●図書室において国語科や社会科が意図的に授業
を行ったり、生徒が図書室の利用機会が増やしたり
することで、読書量の増加を図る。
評
☆「図書館の活用」の改善については、単に読書量
を増やすのではなく、生徒たちが良質な図書に出会
えるような工夫をしてほしい。

16
道徳教育推進教師を中心とする
指導体制の充実

道徳教育推進教師を中心として、道徳指導別葉を活用し、全
教育活動を通して道徳教育を充実させる指導体制や指導計画
を工夫改善する。 73 Ｂ

◎職員会では、月の重点項目の具現化に向けて、具体
的な指導案が提示され、授業実践に役立てることができ
た。
◎各種研修で知り得た情報や資料を提供し、指導の参
考となるように配慮することができた。

●今後も、道徳主任からの提案を活用し、計
画的に授業実践していく。
●今後も、学年会等で授業での主発問を吟味
したり、展開や板書の工夫したりして授業に臨
んでいく。

17
道徳科と他の教育活動との関連
を明確にした指導計画の工夫

道徳教育推進教員を中心として，各教科，外国語活動，総合
的な学習の時間及び特別活動との関連を明確にした学級のお
ける道徳教育の指導計画を作成し、改善を図る。 67 Ｂ

◎道徳で学んだ価値観を、総合的な学習の時
間や宿泊研修における活動に活かすことがで
きた。

●重点とする道徳的価値（内容項目）を中心
に、教科間の関連事項を、より明確にしてい
く。

18
◎

生き方についての考えを深める
道徳科の充実

道徳的価値の理解を自分との関わりで考えるとともに、多様
な考え方や感じ方に接して物事を多面的・多角的に考えるな
ど、主体的に生き方についての考えを深める道徳の時間（特
別の教科道徳）を充実する。

63 Ｂ

◎集会や校内放送で取り上げたことで、命の
大切さを理解し、温かい言葉がけの活動を継
続・実践することができた。

●道徳科の提案で学んだ道徳的な判断力を
実践に生かせるよう継続的な指導を行ってい
く。

19
家庭や地域と連携した地域ぐる
みの道徳教育の推進

ふるさと教育や「あいさつ・美化・ボランティア」への取組
を通して、自己を見つめ、他を思いやる指導を充実する。 67

⑬
95 Ｂ

◎グランドワークにボランティアとして参加し、
美化活動に取り組むことで地域への愛着や感
謝と思いやりの心を育むことができた。

●地域ボランティア活動に、自ら応募し活動で
きるように促していく。

20
４学年間を通じた指導計画の工
夫改善

小学校中学年と高学年、高学年と中学校との接続を踏まえた
指導計画を工夫改善し、指導体制を整える。

21
主体的にコミュニケーションを
図る姿が具現される指導方法等
の工夫

積極的に外国語を用いてコミュニケーションを図ることの楽
しさを体験する活動を工夫する。

22
◎

校内研修の実施及び校内指導体
制の整備

担任や教科担任、ALTとの連携を密にするとともに、率先し
て授業公開を行って指導法について学び合うことで、英語教
育の充実を図る。

23
目標と育てようとする資質・能
力を明確にした全体計画・指導
計画の工夫改善

小・中学校の接続や各学校の目標を踏まえ、学習のねらいや
内容、各教科等との関連を一層明確にし、課題意識が連続発
展するよう全体計画や指導計画を工夫改善する。 62 Ｂ

◎小学校で学んだ環境教育の実態を踏まえ、
中学校で実施する郡上研修や地元の環境保
全に取り組む営業所訪問を通じて、環境問題
に関心をもたせ実践力を高めることができた。

●小学校との指導や学習のつながりを指導計
画に生かす。

24
◎

体験活動と言語活動を設定した
探究活動の充実

身に付けた知識や技能等を相互に関連付け、総合的に働かせ
るよう、体験活動と言語活動を意図的に設定した探究活動や
指導・援助を充実する。 70 Ｂ

◎宿泊研修の成果を、新聞にまとめ、仲間と共有するこ
とで、今後の見通しをもたせることができるとともに、課題
が明確になり解決に向かおうとする態度を育成すること
ができた。

●総合的学習における外部機関（地元の企
業）との連携を密にして、今まで以上に深い学
びができるように配慮していく。。

25
学習活動に対する適切な評価及
び指導・援助の充実

単位時間の評価規準を明確にしたり、多様な評価方法を取り
入れたりして、指導・援助の充実に生かす。 66 Ｂ

◎生徒がまとめた新聞など具体物もとに交流
することで、互いのよさを認めると共に学び合
うことができた。

●各種活動に対する成果や課題を明確にする
ために、KJ法を導入し視覚的にとらえられるよ
うにしていく。

平成30年度　輪之内町立輪之内中学校　　学校評価

「ひとりだちのできる生徒」～自ら考え、正しく主体的に行動する生徒～
①教育課程の編成・実施　②危機管理の徹底　③学力向上　④情報モラル意識の向上　⑤学校のスリム化

評価の窓 評価

Ｂ

【学校経営】
全教職員が
協力して活
力ある学校
経営をする。

【研修】
自己の課題
を明確にし、
主体的に研
修を進め、確
かな指導力
を身に付け
る。

Ｂ

【教科指導】
基礎的・基本
的な知識・技
能の習得を
図るととも
に、思考力・
判断力・表現
力及び自ら
学ぶ意欲や
態度を育て、
学力向上を
推進する。

Ｂ

【道徳教育】
自己を見つ
める力と他を
思いやる心
を育てる。

Ｂ

【小学校外国
語活動】 外
国語を通じ
て、コミュニ
ケーション能
力の素地を
養う。

【総合的な学
習の時間】
探究的な学習
を通して、より
よく問題を解
決する資質・
能力を育て

Ｂ
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ポイント

保護者アンケー

ト

ポイント
今年度の成果 今後の課題と改善策評価の窓 評価

26
「ふるさと輪之内」に学ぶ態度
と輪之内を愛し誇りに思う心の
育成

地域を知り、理解するための活動や地域人材を活用した授業
を展開するなど、地域に根ざしたふるさと学習を積極的に推
進する。

66
⑭
92

Ｂ

◎防災教育では、外部講師の授業を取り入れ、地
域防災についての理解を深めるとともに、自分たち
にできることを考えることができた。
◎地域ボランティアの参加や職場体験、福祉施設
の訪問など地域との連携した３年間の学習を通し
て、地域の一員としての意識を高めている。

●防災士養成講座の学習内容をについて教
材研究し、防災士試験までの流れを明らかに
して、来年度に生かしていく。

能力を育て
る。



町の重点 評価の観点 教員評価
ポイント

保護者アンケー

ト

ポイント
今年度の成果 今後の課題と改善策評価の窓 評価

27
生き方についての考えを深める
指導計画の工夫

児童生徒が自ら現在及び将来の生き方について考えを深め、
自己を生かす能力を養うよう指導計画を工夫する。 70

⑨
96

Ｂ
◎第２学年総合的学習の単元に防災士養成講座を位置付けた指導計画
を整備し、地域防災への参画意欲を高めるとともに、将来にわたってより
よい社会つくりに貢献しようとする生き方について考える学習を実践する
ことができた。

●地域の防災計画を理解し、指導計画に反映
させる必要がある。

28
よりよい生活や望ましい人間関
係を築く指導と評価の工夫改善

児童生徒の自発的、自治的な活動（いじめ問題への取組等）
を展開し、一人一人の児童生徒が自分に自信をもち、自分の
よさや可能性を発揮してよりよい生活や望ましい人間関係を
築こうとすることができるよう指導と評価を一層工夫改善す
る。

82 Ａ

◎生徒会執行部を中心に各委員会と連携し、
行事等の成果を高めるために、キャンペーンを
実施することができた。その結果、望ましい人
間関係を築くことができ、仲間同士の絆を深め
ることができた。

●同時に複数のキャンペーン活動が実施されたた
め、活動の重点が不明確になることがあった。今後
は、各委員会と生徒会が連携を図って、一点突破の
精神を大切にして、キャンペーン活動を精選して重
点化を図っていく。

29
◎

望ましい人間関係や学級集団と
してのまとまりを育てる学級経
営の充実

学級の諸問題を解決する活動を通して、望ましい人間関係や
学級集団としてのまとまりを育て、学級経営を充実する。 78

⑩
90 Ｂ

◎学級におけるよりよいリーダとフォロアーの関係
を求めて活動することができた。

●今後も、じっくりと学級の諸問題について話し合う
時間を確保して、主体的に問題解決ができるような
力を育てていく。

30 児童生徒理解の深化

一人一人の児童生徒の能力・適性、興味・関心、生育環境
等、児童生徒を多面的・総合的に理解するとともに、きめ細
かい観察や面接など全教職員で広い視野から児童生徒理解を
行う。

77
⑦
90

Ｂ

◎生徒の問題行動を全職員や学年職員に相談でき
る環境があった。その結果、関係職員間で情報を共
有し、計画的に生徒指導をする形が確立されてい
た。
②心のアンケートや面談を行うことで、問題が発生
する前に対応できることが多くなった。

●今後も、教員間での連携を怠ること無く、継
続した取り組みを行っていく。
●教員には、見えない部分がもっともっとある
と認識して、油断することなく更なる生徒理解
に努めいく。

31
教師と児童生徒との信頼関係の
構築

日ごろの人間的な触れ合いと児童生徒と共に歩む教員の姿
勢、授業等における児童生徒の充実感・達成感を生み出す指
導、児童生徒の特性や状況に応じた的確な指導と不正や反社
会的行動に対する毅然とした指導などを通じて教員と児童生
徒の信頼関係を築く。

76
⑥
94

Ｂ

◎学年会等で話し合うことで、多くのアドバイス
をもらいながら、生徒との信頼関係を構築する
手立てについて学び、実践することができた。

●教師と生徒の間には、信頼感と親密感があ
りとてもよい面がある反面、生徒の教師に対す
る言葉づかいに気になる面があるため改善を
図っていく。
評
☆生徒の姿は、年々よくなり質的な高まりが感

32
特別な配慮を要する児童生徒へ
の指導

障害のある児童生徒、日本語の習得に困難のある児童生徒、
不登校児童生徒など、特別な配慮を要する児童生徒への指導
を充実させる。

80
⑦
90

Ａ

◎管理職や学級担任、学年主任等と配慮が必要な
生徒についての情報交流をし、具体的な指導・支援
ができた。
◎取り出し指導や意図的な支援員の配置などに
よって、個に応じた指導ができていた。
◎不登校傾向にある生徒について、保護者との意
見交換を大切にしながら、教職員間で連携して支援
することができた。

●学年会やケース会議で相談し、それぞれの
生徒に合った対応策を考え、関係教員間で対
応を図っていく。

33
主体的によりよい人間関係を形
成していこうとする集団づくり

一人一人が個性を発揮し、存在感・所属感・達成感を味わ
い、望ましい人間関係を築くことができるよう、児童生徒の
関わり合いを大切にした学年・学級経営と授業を全校体制の
指導により充実する。

75
⑪
89

Ｂ

◎全般に輝きみつけをする時間が帰りの会に位置付い
ており、生徒間での認め合いの場が保障されるとともに
継続的に実施されていた。
②一人一人の個性を尊重できる言動を大切にして、学年
全体で関わることができた。

●今まで以上に、呼応に重点を置いた取り組
み大切にしていく。

34
一人一人に分かる喜びや学ぶ意
義を実感できる授業づくり

楽しくわかる喜びや充実感を味わえたり、一人一人が大切に
される授業を展開たりして、一人一人のよさや可能性が発揮
できるようにする。 70

⑥
94

Ｂ
◎教材教具の工夫を行い、タブレットの効果的
な活用で授業改善に取り組むことができた。

●今後も個々の能力の違いを的確に把握し、
具体的な個への支援を継続していく。

35
◎

開かれた生徒指導の推進（全教
職員の共通理解、協力体制・指
導体制の整備、家庭や地域及び
関係機関等との連携・協力）

不登校や問題行動（いじめ、暴力行為、薬物乱用、性非行、
インターネットを利用した誹謗中傷や違法行為等）について
は、全職員が危機意識をもち、早期発見・早期対応はもとよ
り未然防止に重点的に取り組み、家庭や地域・関係諸機関等
との情報共有と行動連携を強化し、組織的に対応する。

83
⑫
89

Ａ

◎早期対応を心がけてケース会議が定期
的に行われ、個に応じた具体的な支援につ
いて検討し実践できた。
◎毎週の終礼や会議を利用して、生徒の
具体的な状況を交流して、早期発見・早期
対応が組織的に行われている。

●次学年に向けて、保護者との懇談を意図的
かつ計画的に実施していきたい。
●教員には、見えない部分がもっともっとある
と認識して、油断することなく更なる生徒理解
に努めるていく。

36
◎キャリア教育についての全教
職員の理解

全教育活動を通じてキャリア教育を実践するとともに、全教
職員でキャリア教育についての共通理解を図り， 役割を明確
にして取り組む。 71 Ｂ

◎職場体験学習を中心に防災学習や職業指
導等を位置付けたキャリア教育のプランが立
案できた。

●実行後の成果をじっくりとみつめさせ、キャリア教
育について語り、保護者にも懇談会等で説明してい
く。

37
勤労観・職業観を育成する体験
活動の位置付けと事前・事後指
導の充実

望ましい勤労観・職業観が育つよう、他の教育活動との関連
を図り、ねらいを明確にした体験活動（職場体験、係活動、
清掃・奉仕活動など）を位置づけるとともに、事前や事後の
指導を充実する。

69 Ｂ

◎学年の発達の段階に応じて、宿泊研修を通じて、
キャリア教育の充実を図ることができた。
◎地元事業所を拡充して、職場体験学習を実施し、
現場体験を通じて望ましい勤労観・職業観を養うこ
とができた。

●活動後の事後指導に力を注ぎ、望ましい勤
労観・職業観がもてるように指導していく。

38
よさを生かした主体的な進路選
択ができるガイダンス機能の充
実

一人一人が自己の能力・適性や多様な可能性を理解し、将来
の夢や希望の実現に向けて自分のよさを生かし主体的に進路
選択ができるよう、個に応じた正確な情報提供や説明及びそ
れらに基づいた学習等のガイダンスの機能を充実する。

73 Ｂ

◎個別懇談を意図的に実施し、将来を見据え
た進路選択を支援することができた。

●生徒一人一人の将来への生き方見通しに
ついて理解していく。

39
指導内容の明確化・重点化を
図った指導計画の工夫改善

児童生徒の体力・運動能力、食生活等の生活習慣、心身の健
康状態及び安全に対する意識・行動を的確に把握するととも
に、他の教育活動との関連を踏まえて「健康・安全・食」に
関する指導を工夫改善する。

70 Ｂ

◎心の教育として、自殺予防教育を１・２年生に実
施することができた。
◎昼休みに、全校で取り組んだ学級対抗大縄とび
は、仲間の絆を深めるとともに、適度な運動量が確
保され心身の健全育成につなげることができた。
◎給食後の歯みがきでは、個人個人にコップを持た
せることで、昨年度半分以下しかできなかった昼の
歯みがきが全校生徒に徹底することができた。

●体力増進の活動を複数設定し、季節や生徒
の状況を踏まえて、意図的に実施していく。

40
健康で安全に生き抜く力を育て
る指導方法や指導体制の工夫改
善

児童生徒が課題や願いをもって積極的に体力づくりに取り組
み、日常的な運動実践の場や機会を充実する。

68
④
93

Ｂ

◎健康委員と生徒会がタイアップし、大縄の取
り組みを実践したことにより、冬場でも昼休み
に運動場を利用して活動する生徒が増えた。

●生徒会執行部を中心に、生徒自身の力で健
康増進に取り組んでいけるような活動を設定
する。

41
◎

児童生徒の健康・安全を守りき
る、地域や学校の実態に応じた
実効性のある対策の充実

児童生徒の健康・安全を守りきるために、学校と家庭、地域
社会が連携した組織体としての総合的な力を発揮し、健康被
害等の未然防止に万全を期す。 71

③
95

Ｂ
◎命の大切さや安全な生活を意識できるよう
な適切な声かけや説話がができた。

●PTAとして団体と連携し登下校時の安全確
保を図る。

42
自ら命を守りきる防災意識の向
上

学校防災マニュアルに基づく訓練や校内研修会を実施するな
ど、安全管理体制と一体化した防災教育を推進するととも
に、自分の命は自分で守る意識をもち、主体的に行動するこ
とができるよう、「命を守る訓練」をより実効性のある内容
に改善する。

75
⑯
95

Ｂ

◎命を守る訓練や、引き継ぎ訓練などが確実に実践さ
れ、教師も生徒も真剣に取り組むことができた。
◎スタントマンによる事故再現を導入した交通安全教室
は迫力があり、交通事故が起こりうる条件等について理
解を深めることができた。

●一度避難を完了した運動場において、予期
せぬ異変に対応するために急遽隊形を変更す
る活動を導入していく。

43
◎

特別支援教育コーディネーター
を中心とした校内支援体制づく
りと合理的配慮の提供

特別支援教育コーディネーターを中心として、こども園や関
係機関との連携を図りながら、ケース会議等で児童生徒理解
を図り、一人一人の教育的ニーズを正しく理解して、全教職
員が組織的に合理的配慮の一層の充実に努める。

75
⑦
90

Ｂ

◎通常学級に在籍する支援を必要とする生徒について、
終礼等で共通理解をし支援策を講じることができた。
◎ケース会議において、生徒に対するいくつかの対策・
方策を見いだし、実践することができた。

●意思疎通をとり、全職員の理解や、さらなる協力
を図る。
●発達支援そらとの連携を、特別支援コーディネー
ター中心に行い、今まで以上に全職員で情報共有
を図る。

44
主体的に活動できる指導や評価
の工夫改善

本人・保護者との合意形成及び関係機関との連携の下、合理
的配慮の継続的な提供及び定期的な見直しができるよう「個
別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を活用し、一貫
した支援を行う中で、一人一人が能力や特性を発揮し、主体
的に活動できるよう指導内容や指導方法、評価を工夫改善す
る。

75 Ｂ

◎生徒の実態に応じて「個別の支援計画」を作
成し、計画的に効果的な支援を実践すること
ができた。さらに、支援状況について保護者と
の懇談を実施することができた。

●進級・進級にあたり、「個別の支援計画」に
おける成果を確実に引き継ぎ、今後の生徒支
援に活かしていく。

45
共生社会の形成を目指した交流
及び共同学習の計画的・継続的
実施

特別支援学級等と通常の学級の児童生徒との交流及び共同学
習を計画的・継続的に行い、社会性や豊かな人間性を育むこ
とができるよう指導を充実する。 69 Ｂ

◎本人の意思や願いを聞き、目的をもって交
流学級の活動を行うことができた。

●今後も、教員間の意思疎通を図り、共通理
解や共通行動による協力体制をつくる。

46

互いのよさを認め合い、温かく
思いやりのある望ましい人間関
係を醸成する指導の工夫改善

互いのよさを認め合い、温かく思いやりのある望ましい人間
関係を醸成する指導を工夫改善する。

81
⑩
90

Ａ

◎ひびきあい集会での「あたたかい言葉が
け」や日々の輝きみつけなどで、よさを見つ
け認め合う活動ができている。
◎　「輝きみつけ」の活動が、温かく思いや
りのある言動への関心を高めた。

●帰りの会における「輝きみつけ」を継続す
ることで高い人権感覚を養っていく。

47
◎

児童生徒と全教職員が一体と
なったいじめや差別を許さない
学校・学級づくり

人権尊重に関わる問題としてのいじめや差別を許さない学
校・学級づくりに徹し、全校が一丸となった取組を継続的に
行う。

80
⑫
89

Ａ

◎問題行動の発生時に、関係職員の素早い
対応ができた。
◎校風委員によるひびきあい集会の運営やあ
たたかい言葉掛けなどを取り上げて校内放送
の工夫により、確かな人権感覚を養うことにつ
ながった。

●思いやりのある言動について深く学び、生徒自身
に考えさせていく機会を増やしていく。

48

情報活用能力における児童生徒
の実態を把握し、小中９年間を
見通した系統的な指導の充実

情報活用能力における児童生徒の実態を把握し、急速に進展
する高度情報化社会に対応した健全な情報活用能力を身に付
けることができるよう、発達段階に応じた系統的な指導を実
施する。

66 Ｂ

◎技術家庭科や総合的な学習の時間を通じ
て、PCや図書室を利用して、自己に必要な情
報を収集できた。

●ICT機器を利用して、生徒自身が説明できる
場面を、意図的に設けていきたい。

49
◎

「輪之内町情報モラル宣言」を
ふまえた意図的・効果的な指導
の充実

「輪之内町情報モラル宣言」をふまえ、「ネット依存」、
「有害サイトへのアクセス」、「ネット上のいじめ」等の
ネットトラブルの被害者や加害者にならないために、適切に
判断・行動できるよう意図的・効果的な指導を行う。

83
⑮
88

Ａ Ｂ

◎情報モラル委員会が学校全体の課題や今後の取
り組みなどをひびきあい集会で報告したり、新聞を
作成して、情報モラルの必要性と向上のための具体
策について考える時間をもつことができた。
◎情報モラル委員を中心として、ひびきあい集会で
の発表を全校生徒に意識付けることができた。
◎情報モラル宣言の用紙に、目標を生徒全員が記
入したり、情報モラル集会で約束を再確認したり、情
報モラルと向き合う時間が多くて設けることができ
た。

●情報モラル宣言の徹底状況について定期的
に確認したり、掲示したりすることで意識を高
めようとする。
●LINE等のSNSどへ個人情報を書き込まない
指導や使用に関する指導を継続し、ネットトラ
ブルの加害者や被害者を出さないようにする。

【人権教育】
自他の大切
さを認め、互
いに人権を
尊重する望
ましい人間
関係を醸成
する。

Ａ

 【情報教育】
児童生徒の情
報モラルを高
め、情報社会に
対応できる情報
活用能力を育
てる。

【キャリア教
育】
社会的・職業
的自立に向
けて必要な
基盤となる資
質・能力を育
てる。

Ｂ

【健康教育】
運動に親し
み、進んで健
康で安全な
生活を営む
態度を育て
る。

Ｂ

【特別支援教
育】
一人一人の
教育的ニー
ズに応じ、自
立し社会参
加するため
の基盤となる
力を育てる。

Ｂ

【特別活動】
所属感を高
め、よりよい
生活や望まし
い人間関係を
築こうとする
自主的、実践
的な態度を育
てる。

Ｂ

【生徒指導】
共感的な児
童生徒理解
に徹し、より
よい人間関
係の形成を
図り、自己指
導能力を育
てる。

Ｂ


